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	 本論文を作成するにあたり、多くの先生方々に仔細にわたるご指導、ご教示を頂いた。また、
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から多くのことを学ぶことができた。廣田律子先生のご指導を頂き、私は 2012 年に神奈川大学

歴史民俗資料学研究科歴史民俗資料学専攻の博士前期課程を修了し、引き続いて同専攻の博士

後期課程に進学した。私は神奈川大学ヤオ族文化研究所所長を務める廣田律子先生の推薦もあ

り、2009 年から該当研究所の協力研究者になり、そこで過山系ヤオ族(ミエン)と出会い、ヤオ

の伝承している儀礼神画に強く興味を抱くようになってきた。儀礼神画の研究を進めるには、

ヤオ族文化研究所が行われた現地調査に何回も参加し、研究所が調査で得たヤオ族儀礼文献と

儀礼神画の写真資料などの資料自由に利用でき、大いに便宜を賜った。また、論文を作成する

段階において、該当研究所の研究会で数回発表させて頂き、所員の方々から貴重なご助言を頂

き、数え切れないご支援を賜った。そしてこの博士論文が出来上がった次第である。6 年の間、

研究などの様々な面で私を支え続けてくださった廣田律子先生、そしてヤオ族文化研究所及び

所員の方々には、最大限の敬意を表すと共に、改めて心より謝意を申し上げたい。	 
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〜2015 年 3 月）、私費外国人留学生学習奨励費（2012 年 10 月〜2013 年 3 月）、神奈川大学非文
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氏、大切な日本の友人の加治木真三子氏には、心からお礼を申し上げたい。	 


